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BRI International Symposium 2015 
Genome Editing Technology; its Current State-of-Art and Application 
to Brain Research  
Organizer: Joint Usage/Research Center for Brain Research 
March 5-6, 2015, Center for Integrated Human Brain Science (6F), Niigata University 
Thursday, March 5 

13 00 Opening remarks  
Masatoyo Nishizawa (Director, Brain Research Institute Niigata University) 

Session 1: Genome editing using TALEN and CRISPR technology 

13 10 Targeted Genome Editing in Cultured Cells and Animals  
Takashi Yamamoto (Hiroshima University) 

13 40 Gene Targeting and Genome Editing in C57BL/6 Mouse Strain for Brain Research 
Manabu Abe (Niigata University) 

14 10 CRISPR/Cas Mediated Genome Editing in Mice 
Masahito Ikawa (Osaka University) 

14 40 Efficient Generation of Knockout/Knock-in Rats Using CRISPR/Cas System 
Tomoji Mashimo (Kyoto University) 

15 10 Poster Presentation 
Session 2: iPS Technology and the Study of Brain Diseases 

16 25 
Keynote lecture 
iPS Cell Technology, Gene Editing and Disease Research 
Rudolf Jaenisch (MIT/Whitehead Institute, USA) 

 Reception 
Friday, March 6 
Session 3: Reprogramming of iPS cells 

9 05 Dissecting Cancer Biology with iPSC Technology 
Yasuhiro Yamada (Kyoto University) 

9 35 
Keynote lecture 
Molecular Mechanisms and Novel Applications for Reprogramming Towards Pluripotency
Jacob Hanna (Weizmann Institute, Israel) 

10 15 Coffee break 
Session 4:  Mouse and rat models using novel technology of gene manipulation 

10 30 Tetracycline-Controllable Gene Expression and Knockdown  
Kenji Tanaka (Keio University) 

11 00 Studying Neural Circuit Mechanism by Using Transgenic Rat Technology  
Kazuto Kobayashi (Fukushima Medical University) 

11 30 How Does an Oligodendrocyte Select Axons to Myelinate? 
Kazuhiro Ikenaka (National Institute for Physiological Sciences) 

12 00 Lunch 
Session 5: iPS technology and application to therapy of diseases 

13 00 
Keynote lecture 
Brain Science using Transgenic non-Human Primates 
Hideyuki Okano (Keio University) 

14 00 Coffee break 

14 15 
Precise Editing of iPS Cell Genome: Perspectives on DMD Gene Therapy  
Akitsu Hotta (Kyoto University)  

14 45 
Autophagy-Deficiency and Aggregate Formation  
Masaaki Komatsu (Niigata University) 

15 15 
Closing remarks 
Kenji Sakimura (Niigata University) 
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●会　　期：2015年3月23日～3月29日
●応募資格：応募締切日時点で、日本国内の高等学校、中等教育学校後期課程
　　　　　　（4～6学年）または高等専門学校（1～3学年）等に在籍する生徒
●主　　催：独立行政法人 科学技術振興機構
　　　　　　会場となる実施機関（12機関）
●後　　援：文部科学省
●サイエンスキャンプ本部事務局：公益財団法人 日本科学技術振興財団

●会　　期：2015年3月23日～3月29日
●応募資格：応募締切日時点で、日本国内の高等学校、中等教育学校後期課程
　　　　　　（4～6学年）または高等専門学校（1～3学年）等に在籍する生徒
●主　　催：独立行政法人 科学技術振興機構
　　　　　　会場となる実施機関（12機関）
●後　　援：文部科学省
●サイエンスキャンプ本部事務局：公益財団法人 日本科学技術振興財団

応募期間 
2014年12月8日（月）10：00～
2015年1月20日（火）17：00

http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp/camp/http://www.jst.go.jp/cpse/sciencecamp/camp/
スマートフォン

第一線の研究者や仲間との出会

高校生のための★
先進的科学技術体験合宿プログラム!!

募集要項

第一線の研究者や仲間との出会

高校生のための★
先進的科学技術体験合宿プログラム!!

第一線の研究者や仲間との出会い
20152015

高校生のための★
先進的科学技術体験合宿プログラム!!
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※ 開催内容については変更が生じる場合がありますので、サイエンスキャンプ募集ホームページで最新の情報をご確認ください。

開催カレンダー

プログラムタイトル 実施機関 会　期 募集
人数

プログラム
関連分野 頁

ナノメートルの世界を観る
～電子顕微鏡で科学の扉を開こう～ 日本電子株式会社 3月23日（月）～

3月25日（水） 12
電子顕微鏡、
ナノテクノロジー、
SEM

6P

「医薬理工農」を融合した
最先端バイオ

慶應義塾大学　
先端生命科学研究所

3月24日（火）～
3月26日（木） 16

遺伝子工学、
メタボローム解析、
システム生物学

7P

くらしを守る。いのちを守る。 鹿島建設株式会社　技術研究所 3月24日（火）～
3月26日（木） 12

建築学、
ビル風、
生物多様性

8P

情報通信を支える技術を体験しよう 日本電信電話株式会社
厚木研究開発センタ

3月24日（火）～
3月26日（木） 12

物理学、
情報学、
システム工学

9P

脳を見る、知る、調べる 新潟大学　脳研究所 3月24日（火）～
3月26日（木） 8 神経科学 10P

長浜から臨むバイオの世界 長浜バイオ大学 3月24日（火）～
3月26日（木） 20

分子生物学、
生態学、
農学

11P

21世紀の地球環境改善へ
～水処理分離膜の技術～ 東レ株式会社　地球環境研究所 3月24日（火）～

3月26日（木） 8
地球環境、
水処理、
分離膜

12P

天文、物理と数学で宇宙の
謎解きに挑戦

東京大学国際高等研究所
カブリ数物連携宇宙研究機構
（Kavli　IPMU）

3月25日（水）～
3月27日（金） 20

宇宙物理学、
数学、
天文学

13P

有用酵素を探し出そう！
～環境微生物の遺伝子資源～ かずさDNA研究所 3月25日（水）～

3月27日（金） 12
DNA、
メタゲノム、
生命科学

14P

電気を流すとフィルムの色が変わる
表示素子を作ろう 山口大学　工学部　応用化学科 3月25日（水）～

3月27日（金） 12
応用化学、
高分子化学、
電気化学

15P

スポーツ科学の最前線
～From Gene to Gold～ 鹿屋体育大学　体育学部 3月25日（水）～

3月27日（金） 16
運動生理学、
バイオメカニクス、
スポーツ心理学

16P

化粧品を科学する
～皮膚の機能と化粧品の仕組み～ 東京工科大学　応用生物学部 3月27日（金）～

3月29日（日） 20
皮膚科学、
応用化学、
生物学

17P

大学 民間企業・その他
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10

スケジュール（予定）
 1日目 3月24日（火）
12:30～13:00 集合受付
13:00～14:00 開講式
14:10～15:40 脳研究所各部門の紹介と見学
15:50～17:00 講演（脳研教授による講演2題）

※ この日のプログラムは本研究所で同時開催する「世界脳週間」
の参加者と一部合同で行います。

 2日目 3月25日（水）
 9:00～12:00 講義と実習
12:00～13:00 昼食
13:00～16:30 講義と実習
17:00～18:30 講師等との交流会

 3日目 3月26日（木）
 9:00～10:30 実習のまとめ、ディスカッション
10:30～11:00 閉講式・解散

※1、2日目の夜は宿舎でミーティングを行います。

新潟大学　脳研究所
　新潟県新潟市中央区旭町通 1-757
　（「新潟空港」より JR「新潟駅」までリムジンバス
　約 30分、JR「新潟駅」よりバス約 15分）
URL：http://www.bri.niigata-u.ac.jp
宿泊場所：コートホテル新潟（予定）

8名

　本キャンプでは、新潟大学脳研究所で行われている
様々な脳研究を見て、触れて、一緒に考えてもらいま
す。脳は様々な働きをしています。記憶や学習のよう
に直感的に理解しやすいものから、心として意識され
ている感情の制御や日頃意識していない視覚や聴覚な
どの感覚から情報を取り出すこと、さらに呼吸筋を動
かすといった生命維持に必須な仕事もしています。こ
のように多様な働きをする脳を理解してもらうのが狙
いです。
　まず、実際にヒトの正常脳と病気脳の標本を観察し、
触れてもらいます。脳の形、機能との関連が実感でき
るのではないでしょうか。その他、ヒトの心の動き（脳
の働き）を画像化することにより観察できる fMRI な
どがある施設の見学や、研究に従事するスタッフによ
る脳の働きに関するレクチャーを予定しています。ま
た、脳研究所の教授による脳の働きや脳の病気に関す
る講義が行われます。
　さらに、小グループに分かれ、普通外部の人が立ち
入らない実際の研究を行っている実験室や動物飼育室
の中で、遺伝子組み換えや発生工学を用いて脳機能を
研究する手法や、動物の行動解析の実際を学ぶほか、
動物の脳から神経細胞を取り出して、その働きを電気
生理学的に解析する実習にも参加してもらいます。こ
れらの実習や講義を通して、最先端の脳研究がどのよ
うになされているのかを理解してもらいます。

会　場

募集人数

キャンプのプログラム内容（予定）

プログラムの関連図書、Webサイト紹介
参考図書：
・　 「脳科学の教科書　神経編」　
　編集：理化学研究所脳科学総合研究センター
　出版社：岩波書店 
・　 「脳とグリア細胞　見えてきた！
　脳機能のカギを握る細胞たち」
　著者：工藤佳久　出版社：技術評論社 

関連サイト：
・　 玉川大学脳科学研究所
　http://www.tamagawa.ac.jp/brain/
・　 理研脳科学総合研究センター
　http://www.brain.riken.jp/jp/

会場からのひとこと

心の場所は脳にありますと言われても実感がわかないのが
正直なところでしょう。脳はどこまでわかってきているの
か、その最先端を新潟大学脳研究所で学んでみませんか。

脳を見る、知る、調べる

新潟大学　脳研究所

神経科学

会期 : 2015年3月24日（火）～3月26日（木）　2泊3日

新潟大学脳研究所は、昭和42年（1967）にわが国初の脳研究所とし
て設立されました。その母体は、昭和13年（1938）に発足した「新潟
神経学研究会」（現在の新潟脳神経研究会）であり、日本で最も歴史のある
脳研究所です。現在、この研究所には様々な部門や研究センターがあります。
直接患者さんを治療する臨床部門、脳の病気の原因を解明する病理学部門、
さらに基本的な脳の働きを研究する基礎科学部門や脳機能解析センターの
ようにヒトの脳の働きを画像化する研究をしているところもあります。
本プログラムは、新潟大学脳研究所で研究員や大学院生たちが取り組ん

でいる研究の一端に触れ、現代の脳研究が到達している地点とその問題点
を学んでもらうことを目的としています。実際にヒトの脳を見てもらうほ
か、脳の働きを様々な方法で研究している研究室の中に入ってもらい、現
在世界の先端で行われている脳研究に触れてもらおうと思っています。そ
の体験を通して、研究の面白さや難しさなどを体感してもらいます。
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